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研究成果の概要（和文）：国内外の名刺判写真の悉皆的な所蔵調査を行ってデジタルデータ化し、

デジタルデータを活用した調査研究結果を通じた名刺判写真の生産・流通・消費・保存プロセ

スの分析と印刷媒体への接続、それによるパブリックな視覚的イメージの生産に注目し、それ

らが指し示す明治期の社会的高位に属する人々のコミュニケーションモデル、社会モデルの再

構築を試みた。これらを通じ、写真資料という、従来歴史資料としての活用が不十分であった

資料から読み解くことのできる「歴史情報」とそれに基づいた新たな歴史像、社会像を構築す

るための基礎を築いた。 

 

研究成果の概要（英文）：We completed enumeration survey to the visiting card size pho-

tographs (otherwise known as "Carte de Visite" in French) in Japan and outside, and dig-

itized them. Through our research results using digital data of them, we analyzed the 

process of saving, consumption, production and distribution of visiting card size photo-

graphs, and focused on the production of visual image and its connection to the public 

through the print medium. We tried to rebuild communication model and the social model 

of people who were well-placed socially in the Meiji era. Through these researches, we de-

coded "historical information" from photographic materials that were ever utilized inade-

quately as historical materials to lay the foundation for building the new historical and 

social image. 
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影された写真に関しては、近年になって漸く
本格的な調査や収集が進展し、その基礎的な
調査結果が蓄積されてきた。海外においても、
日本国内及び国際的な写真流通に関する調
査が行われており、日本学研究の拠点ではあ
らためて幕末明治期の写真資料に対する関
心が高まっている。近年では写真師の実像や
その写真技術に関する研究、さらに調査対象
となった写真資料の撮影年代、撮影技術、被
写体に関する実証的推定などが行われ、それ
らのデータを集積したデジタルアーカイブ
の構築も行われてきた。 
 こうした撮影にまつわる情報や被写体に
関する基礎的な情報が蓄積されてきた一方
で、現存する数多くの幕末明治期の写真がい
かなる「目的」や「用途」によって撮影され、
人々の間で流通していたのか、また、どのよ
うにして受容され、さらに現代まで保存・継
承されてきたか、という側面からの研究は現
在もほとんど着手されていない。また、写真
が使用された歴史的な状況とともに、写真が
担った社会的機能に関する分析もいまだ十
分とは言えない。さらに、研究対象となる写
真資料の所在調査もいまだ網羅的には行わ
れていない。特に、各地の公的所蔵機関など
の収蔵品に含まれていない、旧華族などの写
真資料は、実情の不明な点が多い。これらの
資料所蔵状況調査とともに、これまであまり
明らかにされていない収集家の個人コレク
ションを含めた調査も同様に進展させる必
要がある。 
 写真の「目的」や「用途」、流通の実態の
分析を行うにあたり、本研究において着目す
るのが、幕末から明治中期にかけて撮影され、
流通した写真の中でも大きな比率を占める
「名刺判写真」である。名刺判写真は、欧米
の風習に則り、皇族や華族、政治家や政府高
官などの高位の階級、一定の共同体にある名
士が挨拶時に贈与・交換した名刺サイズの写
真とされる。だが、国内外のどの資料群の中
にいかなる人物の名刺判写真が存在し、写真
を通してある人物が他者とのいかなる接点
を持ちえたかを分析した研究は極めて乏し
い。また、明治期の社会的高位にある人間相
互の交流を書簡から解明しようとした先行
研究はあるものの、文字資料から推定可能な
関係性は、資料所有者の恣意的な取捨による
影響を免れない。これに対し、写真の交換や
家族アルバムへの名刺判写真の組込みなど
は、時に取捨の痕跡をも追跡可能な場合があ
る。さらに、当該行為を通じたコミュニケー
ション形態がこの時代特有の習慣であるこ
とから、文字資料とは異なる人間の関係性や
社会風俗のモデルを物語ることが期待され
た。 

そのため、本研究課題では、これらの名刺
判写真を研究の対象として、その写真の成り

立ちと製作の過程、さらに交換の実態を調査
し、写真という媒体を通しての人間相互の交
流の実相を、写真から捉えられる歴史情報に
よって明らかにすることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 

我が国の幕末から明治中期にかけて撮影
され流通した写真の中でも大きな比率を占
める「名刺判写真」は、欧米の風習に則り、
皇族や華族、政治家や高官などの高位の階級、
一定の共同体にある名士が挨拶時に贈与・交
換した名刺サイズの写真である。明治期の社
会的高位にある人々による名刺版写真の交
換や家族アルバムへの名刺判写真の組込み
などは、当該行為を通じたコミュニケーショ
ン形態がこの時代特有の習慣であることか
ら、文字資料とは異なる人間の関係性や社会
風俗の視覚的、具体的有り様を物語ることが
期待された。本研究課題では、名刺判写真を
研究の対象として、(1)写真の成り立ちと製
作の過程、交換の実態を調査する、(2)写真
という媒体を通しての人間相互の交流の実
相を明らかにする、(3)写真から捉えられる
歴史情報によって既存の研究におけるヒュ
ーマンネットワークとの異同を分析する、以
上の三点を目的とした。 
 

 

３．研究の方法 

(1) 基礎的な写真資料の所在調査 
基礎的な写真資料の所在調査については、

現在、研究代表者の研究室で把握している所
在状況を基礎とし、国内外の公共資料保存施
設・個人コレクター・個人宅の網羅的調査を
行った。幕末明治期の旧華族やいわゆる名士
旧華族のネットワークは現在も(社)霞会館
を中心にかなりの程度存続していることか
ら、これらを手掛かりとして旧華族の私邸に
現在も保管されている写真資料の追跡調査
を行った。また、個人収集家に関しては、森
有礼の個人アルバムを所蔵している石黒コ
レクション保存会の石黒敬章氏やその周辺
の収集家に接触し、関東圏に留まらず、関
西・九州方面の収集家とも接触をもちながら、
協力的な写真収集家に関する写真資料所蔵
状況調査を実施した。 
 
(2) 名刺判写真を中心とした贈与・交換ネト

ワークに関する研究 
名刺判写真を中心とした贈与・交換ネット

ワークに関する調査の前提として、歴史学的、
史料学的方法によって従来解明された歴史
的人物の人間関係把握とそこから導き出さ
れる社会構造理解のありかたを把握するこ
とにつとめ、幕末明治期のヒューマンネット
ワークの変容が歴史学の領域においてこれ



 

 

までどのように把握されてきたのかを理解
するとともに、そこで活用されてきた資料の
所在と来歴に関する調査の動向に配慮しつ
つ、名刺判写真に基づくヒューマンネットワ
ークとの相違点をより先鋭化させた。旧華族
など社会的高位層の資料状況の把握は、近年
の『近現代日本人物史料情報事典』（吉川弘
文館）によってより整理されたので、それら
の成果も積極的に援用した。 
 
(3) 写真資料のデジタル化、閲覧システムの

検討 
研究代表者の研究室では既に写真資料を

「歴史写真」（多様な歴史情報をデコードす
ることのできる写真）として活用するための
メタデータは整備されているため、構築され
たルールに従って新たな写真資料からのデ
ータ格納を推進した。本研究課題では、写真
原資料の使用頻度を下げて原資料の劣化を
遅らせるために、写真をデジタル化して複写
することは不可欠であった。さらに、Ａとい
う所蔵元に保管された写真Ａ'とＢという所
蔵元に保管された写真Ｂ'とを比較する場合、
原資料同士で比較することは資料保全の点
で不可能であるため、原資料を高精細にデジ
タル化した複写画像を用いて比較研究を行
う必要があった。情報処理技術を用いた画像
解析による写真資料の比較研究のためにも
写真原資料のデジタル化は重要であり、所蔵
者より写真を借用した際、および写真資料の
現地調査の際には、専門写真家によるデジタ
ル撮影を実施した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究課題においては、集合写真や記念写
真の予備調査の段階で、明治期の華族（特に
新華族）は薩摩・長州の二大藩閥に実権を握
られていたことが写真の歴史情報からも判
明したため、特に旧薩摩藩出身者と旧長州藩
出身者の華族写真を中心に、写真の所在調査、
被写体情報調査、写真に関する文書や口伝等
（文字・言語情報）の調査を行った（被写体
情報や文字・言語情報はともに写真資料の歴
史情報である）。調査対象を旧薩摩藩出身者
と旧長州藩出身者に限定したのは、本研究課
題の期間や人員の規模を考慮しつつ、研究の
効率性を考え、薩摩・長州の二大藩閥に絞っ
たほうが得策だろうと結論付けたからであ
る。写真資料の現存状況や子孫へのアプロー
チのし易さを考慮して、薩摩閥の大久保利通
家所蔵写真、長州閥の伊藤博文家所蔵写真、
さらには二大藩閥と関係の深かった旧公
家・旧大名家の岩倉具視家所蔵写真と旧福井
藩松平家所蔵写真を重点調査対象とし、現存
写真の概要調査とデジタル化作業を推進し
た。また、後に華族となる薩摩藩・長州藩の

有力藩士や公家・諸大名の子弟が数多く留学
した米国ニュージャージー州立ラトガース
大学（最初期の日本人留学先）の、日本人留
学生が被写体となっている歴史写真のコレ
クションを調査し、同大学に残された名刺判
写真から、華族交流の端緒とも言える最初期
留学生の共同体を分析した。以上の点から得
られた研究成果としては、名刺判写真ととも
に各家に残されている、集合写真の存在確認
とその意味性解明への手掛かりの発見であ
る。当時の政治家、財界人、軍人などが写る
それらの集合写真には各家の当主が写るの
はもちろん、当主と当主が属する共同体との
関係性、また人物同士の心情的繋がりが人物
と人物との物理的位置関係から推測できる
可能性があることが写真資料の調査から顕
かとなった。ある共同体内における人的交流
の広がりは名刺判写真の種類と残存数の調
査、および集合写真のメンバー構成と写真に
写る人物達の立ち位置の調査とを合わせた
ことで、より深層的な華族内の人間関係や華
族共同体の有り様が解明された。 
 さらに、名刺判写真の性質とその運用およ
び活用に関する歴史的経緯の研究を行った。
フランスで生まれた名刺判写真が日本社会
においてはどのような形で写真師たちの間
で導入され、どのような形で華族社会に普及
していったかについて、今回の調査及び分析
で、その端緒を内田九一（1844～1875，幕末
から明治初期に掛けての著名な写真師で史
上初の天皇の公式写真である明治天皇「御真
影」を撮影）に求めることが可能となった。
華族制度発足以前においては、内田九一によ
って撮影された名刺判写真とともに各家に
残されている集合写真が後に華族となった
家々の交流関係を計る上で重要な役割を果
たしていることが判明し、内田の死後は、内
田の役割を他の写真師が担うことによって、
華族制度以前の写真の役割が、継続的に華族
制度発足後に受け継がれていることを発見
したのも本研究課題の大きな成果と言って
良いだろう。 

また、華族制度発足以後は名刺判写真より
一回り大きいサイズの「手札版写真」が華族
社会の中では名刺判写真と同等もしくはそ
れ以上の役割を果たしていることが解明さ
れた。そのため、それまでの調査結果を踏ま
え、名刺判写真および手札版写真、集合写真
の分析によって取得された歴史情報から、ど
のようなモデルが析出されるのかを明らか
にすることに力点を置いた。データベースや
それを活用した調査・研究結果を通じた名刺
判写真の生産・流通・消費・保存プロセスの
分析と印刷媒体への接続、それによるパブリ
ックな視覚的イメージの生産に注目し、それ
らが指し示す明治期の社会的高位に属する
人々のコミュニケーションモデル、社会モデ



 

 

ルの再構築を試みた。これらを通じ、写真資
料という、従来歴史資料としての活用が不十
分であった資料から読み解くことのできる
「歴史情報」とそれに基づいた新たな歴史像、
社会像を構築するための基礎を築けたこと
は本研究課題の最大の成果と言って良い。 
 なお、本研究課題の成果の中でも特に着目
すべき点を書籍としてまとめ、2012年 9 月に
出版する予定である。また、本研究課題遂行
中に新たに発見した資料や関連資料に関し
て、新規の研究資金を獲得し、引き続き調査
を進めて、広く紹介していく計画である。 
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